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会 員 約１７，２００社・団体
会 頭 山本亜土（名古屋鉄道㈱相談役）

取組み
■中小企業の経営支援
■次世代産業振興、スタートアップ・新事業の創出
■まちづくり、インフラ整備
■観光・誘客・交流の推進

名古屋商工会議所



自動車産業大変革

産業振興部の役割
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環境対応分野における
これまでの取り組み

（１）環境行動計画

（２）名商ｅｃｏクラブ

（３）産学連携クリーンテック技術展



（１）環境行動計画について

生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）を控えた2009 年に、
「環境行動計画」(2010～2012)を初めて策定。

以後、2014年の持続可能な開発のための教育（ESD）に関するユネスコ
世界会議の開催や、2015年のパリ協定で掲げられた持続可能な開発目標
（SDGs）の提唱など、時々の環境課題に応じた「環境行動計画」を定め
会員の 中小・小規模事業者が自ら主体的に環境活動を推進し「環境と
経済の両立」を実現できるよう取り組む。

現在、「環境行動計画（第５活動期間）」(2022～2025）では、
2030年度の温室効果ガス排出量46％削減、2050年のカーボンニュートラル
実現という環境課題に対して、会員企業の取り組みに資する
啓発・情報提供の一層強化、支援体制を構築などを定めている。



活動のポイント

「環境行動計画（第５活動期間）」(2022～2025） の主な取り組み内容

全
会
員
活
動

主な取り組み内容

<周知・啓発>

① 最新の情勢や施策・事例の紹介

・ 「SDGs」や「カーボンニュートラル」についてのグローバルな動きや、国内の経済環境の変化

・ 国・地方自治体の施策・補助金等の紹介

例：「省エネ・高効率設備の導入」「ZEB」「先進環境対応自動車導入」等

・ サプライチェーンや地域社会の取り組みの紹介

例：「サーキュラーエコノミー」「水素社会インフラ構築」「生物多様性」「環境浄化」

「街づくり・防災」等

② 環境経営

・ 「SDGs」「CSR」の観点から事業を展開する企業の事例紹介

・ 先進企業の省エネ、エネルギーマネジメント例の紹介

③ 最新技術の紹介

・ 再生可能エネルギー（太陽光・風力・地熱など）、CCUS（CO2回収・利用・貯留）、水素利活用
（メタネーション、アンモニアなど）等

①「カーボンニュートラルアクション・サポートデスク」の設置

<取り組み支援>

・具体的にカーボンニュートラルへの取り組みを目指す企業に対する相談体制の整備

・ エネルギー使用量やCO2排出量の診断から対策の策定、実行までを一貫して支援

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
活
動

① テーマ別事業の実施、ニーズとシーズのマッチング

・ 産学連携クリーンテック技術展

・ 素材開発、クルマの電動化、リサイクル 等

② 企業や大学、公設研究機関などの環境技術の実用化に向けた実証試験・社会実験

情
報
発
信

① Webやメルマガ、SNS等のデジタルツールの効果的な活用

・ 名商ecoクラブHP等での情報発信（アーカイブ・検索機能の充実）

・ オンラインやYouTubeでの見逃し配信

カーボンニュートラル
ＳＤＧｓへの対応

会員企業の持続的発展
ビジネスチャンス拡大

技術
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新エネ
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循環
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地 域
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全会員活動 環境ビジネス活動

情報発信

名古屋商工会議所が
提供する活動・サービス

編集・発行 ： 名古屋商工会議所 産業振興部
協力 ：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

② 「環境マネジメント（エコアクション21）」導入支援



（２）名商ｅｃｏクラブ

1.設 立：2010年（平成22年）10月

2.会 員 数：180社※2022.7現在

3.活動概要：会員企業の環境活動をサポートする会員制のクラブ。

視察会、セミナー、交流会（エコ女）、専用ＷＥＢサイト
及びＹｏｕＴｕｂｅによるＰＲなどを通じて、メンバー
企業の環境活動の推進、ビジネスチャンスの獲得を支援。



（３）産学連携クリーンテック技術展

エネルギー問題、脱炭素、電動化、水素関連技術、省資源
などに資する技術「クリーンテック」に着目。
環境問題や課題の解決に繋がる研究開発・先端技術の
プレゼンや講演、および展示商談会を実施。
第一回（2019年） リアル開催
第二回（2020年）・三回（2021年） オンライン開催



カーボンニュートラルに向けた
地域企業の状況

（１）愛知県の状況

（２）環境への取り組みに関するアンケート調査結果



（１）愛知県の状況

県政世論調査抜粋(2021.7)

「脱炭素社会」の認知度：「知っていた」 ４３．４％
「言葉だけは知っていた」３５．５％

「脱炭素社会」実現に向けた取組への意欲：
「積極的に取り組みたい」２０．７％
「ある程度取り組みたい」６９．２％

愛知県の温室効果ガス排出量（２０１９年度）

全国の６．４％を占め、産業部門からの排出割合が全体の５２．９％
（全国では３４．８％）と、全国と比べて割合が大きい。



（２）名古屋商工会議所「環境への取り組みに関する
アンケート」調査結果(2021.11)（抜粋）

 カーボンニュートラルの実現に向け、自社で取り組む必要性があると考えますか

１．大いに取

り組む必要が

ある, 55.8%

２．多少取り組む

必要がある , 

30.8%

３．あまり取り組む

必要はない, 9.6%

４．取り組む

必要はない, 

3.8%



 取り組む必要がある理由をお聞かせください

6.7%
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86.7%
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８．その他

７．コスト削減

６．顧客・取引先・投資家などからの要請対応

５．企業イメージ・ブランド力の向上

４．ビジネスチャンスの拡大として

３．環境法規制や国際基準への対応

２．ＳＤＧｓ目標やＥＳＧへの対応

１．企業の社会的責任（ＣＳＲ）



 現在、顧客・取引先・投資家などから環境に関する要請はありますでしょうか

１．要請はある, 

44.2%

２．要請はない, 

51.9%

その他7.7%



まとめ

①ＳＤＧｓの認知度が向上

②カーボンニュートラルに取り組む必要を多くの企業が認識

ただ、実態は多くの企業が「何をすれば良いのか分からない」状況

実践的な相談窓口となるカーボンニュートラル
アクション・サポートデスクを設置



カーボンニュートラルアクション・
サポートデスクの概要

（１）情報提供

（２）専門家による

オンライン無料相談

（３）講習・セミナー



＜専門家によるオンライン無料相談＞

・相談内容に応じて専門家による無料相談を設定

①専用サイトの申込フォームから相談申込

②事務局で相談内容に応じて専門家とのオンライン相談日を調整

③オンライン相談 （1回1時間無料）

・連携機関(2022.7現在）

・名古屋大学脱炭素社会創造センター

・一般社団法人中部ＳＤＧｓ推進センター（環境経営・SDGｓ等の相談）

・一般財団法人省エネルギーセンター（省エネ最適化診断・省エネ設備補助金）

・株式会社ウェイストボックス（CO2排出量算定支援等）

・株式会社フルハシ環境総合研究所（環境経営の相談、 CO2排出量算定支援等）



＜主な相談事例＞

 Scope1,2の排出量を算出しているが、その値や考え方は正しいか？

 Scope1,2の算定において省エネ法定期報告では足りない項目

はあるか。

 当社の商品について、環境負荷（CO2排出量）を定量算出する

ライフサイクルアセスメント業務の進め方を知りたい。

 当社の商品は、廃棄時の焼却処理においてCO2排出量が他の商品と

比べて少ないと考えているが、ライフサイクル全体でみて総合的な

CO2排出量を算定したい。WEBページなどで当社の優位性を示したい。

 社内のSDGs委員会を設置した。会社が行っていることの中で、

SDGsのアイコンに当てはまるものがあるか教えて欲しい。

「何をしたら良いのかわからない」という企業は少ない



環境活動の取り組みの輪を広げる「周知・啓発」
①国内外の最新情勢や施策の紹介
②先進企業の事例紹介
③名商ecoクラブ活動の活性化

具体的な「アクション」をサポートする取り組みの強化
①サポートデスクの相談体制の充実
②脱炭素経営に向けた具体的なソリューション
（製品・サービス）に関する展示商談会の実施

＜今後の展開＞

会員企業の持続的発展・ビジネスチャンス拡大



ご清聴ありがとうございました




